
　　　　

2024 年 12 月 1 日

(平日) 10 時 0 分から 19 時 0 分まで

（学校休業日） 9 時 0 分から 18 時 0 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

家族支援

保護者面談: 利用者の状況や支援計画について、保護者と共有・相談を行い、
安心して支援を受けられる環境を整備。
関係機関との連携: 医療機関や教育機関など、関連する各種機関と密接に連携
し、利用者と家族を総合的にサポート。
子育て支援相談: 保護者の悩みや課題に対する相談窓口を設け、専門的なアド
バイスや情報提供を実施。

移行支援

進路説明会: 早期段階から個別相談を行い、進路選択の幅を広げるための
情報提供やサポートを実施。
学校や就労に向けた支援: 利用者一人ひとりに合った進学先や就労先を紹
介し、それに向けた具体的なアドバイスを提供。
職場体験やインターンシップ: 就労に向けた実践的な体験を通じ、働くこ
とへの理解や適性を確認する機会を提供。
スキルアップ講座: 就労や進学に必要な基本スキル（PC操作、コミュニ
ケーション、自己管理など）の習得を支援

支　援　内　容

本
人
支
援

日々の活動を定刻で定め、時間に合わせて自己判断、もしくは声の掛け合いにてお互いにリズムを身に着けられるような支援を実施。
食事や自主企画に関するプログラムを実施し、準備/片付け等も行う事で主体性を向上させる。活動にて銭湯に出向き公共のマナーやルールを理解し、身だしなみにも気を遣えるよう促す。

パソコンを活用し、指先の感覚を養うとともにキーボード入力スキルを身につけられるようサポートする。
事業所内での運動以外にも事業所外の施設や公園を利用し、体幹を鍛え、多様な動きを身につける。定期的にバスケットボールやトランポリンを活動に取り入れ、運動不足解消を行う。

感情認知・水平思考・プログラミングで先の見通しを立てた行動を身につける。
SSTや芸術活動を通して個々の価値観をお互い認め合う事を目指す支援プログラムの実施。来所時には提出物や個人的な荷物の保管について必要な声かけを行い、主体的な物の管理を促す。

活動にルールを持たせ、指示理解を促す。
活動を通して自分の気持ちや思いを言葉で伝えられるように言語コミュニケーション能力の向上につなげる。言葉以外にもジェスチャーによる表現を鍛えたり、お互いの感覚の共有を目指す
活動を取り入れる。

互いに同じ目標を見定め、意見を共有しながら協働性を養う。
外出や遊びを通して地域との交流を目指す。
施設の所有物を通して様々な遊びをし、小規模コミュニティから人間関係の構築を支援する。

法人（事業所）理念
心身共に楽に生活できる社会を目指し、利用者一人ひとりが望むものに挑戦でき、豊かで幸せな生活を送るための土台を築きます。その実現のために、様々な経験を通じて視野を広げる機会
を提供し、本人の能力を最大限に発揮できる選択肢を提示します。そして、一人ひとりに合った適切な支援を行い、自立と成長をサポートします。

支援方針

将来大人になり、仕事や自立した生活をするうえで必要なスキル・能力を伸ばす学びや経験を行います。活動を通して自分の「好き・得意」を見つけ、それを追及・探求しることに注力して
おり、その中で社会のマナーや集団生活の基本、人間関係の築き方、生活能力などを身につけることができます。子どもたちの中の「これなら出来る」を最大限に引き出せるよう、一緒に
なって学びのサポートを行います。

営業時間 送迎実施の有無 あり なし

（別添資料１）

事業所名 ジーニアスラボ道徳校 支援プログラム（参考様式） 作成日



主な行事等

季節イベント: 四季折々の行事を通じて、利用者に楽しみと新たな体験を提供。
大学と連携した合同運動会: 地域や大学との連携を活かしたスポーツイベントで、学生との交流を含めたコミュニケーションを図る。
お泊り合宿: 集団生活を通じた自主性や協調性を育む体験プログラム。
アート展示会: 利用者の創作活動を発表する場を設け、自信や達成感を共有。
SDGs企画: 持続可能な社会を目指した教育的活動やイベントを実施し、意識啓発を行う。
音楽鑑賞会: オーケストラなどの本格的な音楽鑑賞を通じて、感性を豊かにし、芸術文化に触れる機会を提供

地域支援・地域連携

採用時研修・新卒研修: 職務に必要な知識やスキルを基礎から学び、即戦
力となる人材を育成。
海外研修: グローバルな視点を養うため、海外での経験を通じた専門性の
向上。
外部研修: 専門機関や講師を招いた外部研修を定期的に実施し、最新の知
識と技術を職員に提供。
児童部会：地域で開かれている部会に参加し、地域の他事業所と交流・連携を図
る。
その他研修: 個人情報保護、BCP（事業継続計画）、虐待防止に関する研
修など、多様なテーマで職員の専門性と倫理観を高める。

職員の質の向上

採用時研修・新卒研修: 職務に必要な知識やスキルを基礎から学び、即戦
力となる人材を育成。
海外研修: グローバルな視点を養うため、海外での経験を通じた専門性の
向上。
外部研修: 専門機関や講師を招いた外部研修を定期的に実施し、最新の知
識と技術を職員に提供。
その他研修: 個人情報保護、BCP（事業継続計画）、虐待防止に関する研
修など、多様なテーマで職員の専門性と倫理観を高める。


